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＝＝40年度一般会計予算＝＝

臨
時
的
な
支
酷
ふ
え
る

さ
Ⅳ
爪
大
き
い
日
炭
問
題
の
影
響
“
箋
ド

は
、
出
来
る
だ
け
消
費
的
な
経
常
費
の

節
約
を
計
り
二
方
住
民
福
祉
、
日
炭

離
職
者
対
策
を
中
心
に
、
教
育
費
、
町

発
展
の
基
礎
と
な
る
よ
う
な
建
設
費
に

は
患
い
き
い
っ
て
重
点
的
に
予
算
の
投

昭
和
四
十
慧
蟄
嚢
の
性
格
は
、
三
に
う
け
て
い
ま
す
。

十
九
年
度
の
傾
向
を
い
っ
そ
う
強
く
し
　
税
収
の
面
に
お
い
て
は
、
激
減
が
予

た
も
の
で
す
。
こ
の
予
算
の
個
々
は
、
憩
さ
れ
る
「
鉱
産
税
」
、
「
町
民
税
」

別
表
で
見
て
い
た
だ
き
、
こ
こ
で
は
そ
も
ま
た
伸
び
を
期
待
で
き
ず
、
こ
の
減

の
大
草
を
税
明
い
た
し
ま
す
。
　
　
収
を
カ
バ
ー
す
る
税
目
を
見
付
け
る
こ

四
十
年
度
当
初
予
算
額
は
二
般
会
と
も
出
来
ま
せ
ん
。

計
で
、
二
億
七
千
五
百
九
十
万
三
千
円

と
な
っ
て
お
り
、
前
年
摩
こ
く
ら
ペ
、

千
八
十
七
万
一
千
円
が
減
っ
て
お
り
ま

す
。こ

の
物
価
上
昇
の
時
期
に
あ
り
、
園

の
予
算
規
模
も
年
々
大
き
く
な
つ
ゼ
行

く
と
き
に
こ
の
こ
と
は
、
実
陳
の
金
額

か
ら
の
印
象
以
上
に
町
財
政
の
前
途
を

暗
く
し
て
い
る
も
の
で
す
。

目
顔
の
独
楽
案
不
認
可
に
よ
る
企
業

締
少
の
あ
お
り
を
、
町
財
政
は
ま
と
も

こ
の
減
少
す
る
収
入
面
に
対
帰
し
て

こ
の
よ
う
な
事
態
に
の
ぞ
ん
で
町
で
人
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

紺
掴
縞
国
保
・
水
道
事
業

一
般
会
計
か
ら
の
繰
入
れ
で
し
の
ぐ

．
特
別
会
計
で
行
な
っ
て
い
る
事
業
は
な
方
向
に
む
か
っ
て
い
ま
す
。

「
国
民
健
康
保
険
事
業
」
「
上
水
遼
寧
　
こ
の
時
期
に
、
本
年
度
も
千
四
百
五

上水道事業

三
十
九
年
度
に
中
間
市

か
ら
買
っ
た
「
源
水
質
」

は
、
九
百
二
十
万
円
と
な

っ
て
い
ま
す
。
こ
の
ほ
か

に
嘗
薬
用
と
し
て
必
要
と

す
る
費
用
が
八
百
十
万

円
、
送
水
本
管
の
放
牧
な

支
出
面
は
、
田
鹿
問
題
対
策
の
た
め
の
楽
」
「
農
業
共
済
烹
ご
「
生
活
資
金
十
万
円
空
般
会
計
か
ら
繰
入
金
と
し

臨
時
的
な
支
出
が
増
加
す
る
こ
と
を
余

儀
な
く
さ
れ
て
い
ま
す
。

′
す
で
に
三
十
九
年
度
決
算
で
い
い
ま

し
た
碁
つ
に
．
自
主
財
源
の
減
少
．
地

方
交
付
税
、
国
庫
支
出
金
へ
の
依
存
と

い
う
町
財
政
の
態
度
は
、
ま
す
ま
す
強

ま
っ
て
い
ま
す
。
国
か
ら
の
補
助
な
し

で
は
、
な
ん
の
事
業
も
で
き
得
な
い
と

い
う
半
身
不
ず
い
的
な
財
政
事
情
と
い

え
ま
し
ょ
う
。

融
通
事
業
」
の
四
つ
が
あ
り
等
す
。
．

．
こ
の
う
ち
「
国
保
事
業
」
　
「
水
道
事

業
」
は
、
毎
生
産
、
た
て
ま
え
で
あ
る

独
立
採
算
が
と
ら
れ
て
い
ず
、
一
般
会

計
か
ら
相
当
の
額
が
繰
入
れ
ら
れ
て
い

ま
す
。
町
の
財
政
に
、
あ
る
程
度
の
よ

ゆ
う
が
あ
る
と
き
は
こ
の
繰
入
金
も
、

そ
う
目
立
ち
ま
せ
ん
。
し
か
し
一
般
会

計
で
税
明
し
ま
し
た
よ
う
に
、
町
財
政

は
い
ま
、
農
畢
こ
い
っ
て
も
い
い
よ
う

て
取
っ
て
お
り
、
特
別
会
計
事
業
の
あ

ｉ
　
ど
投
資
的
経
費
に
四
百
四

十
万
円
を
支
出
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
に
対
し
料
金
収
入
は
、
千
百
九

十
七
万
円
で
す
。
こ
の
料
金
収
入
で
は

七
七
酢
が
漂
費
に
く
わ
れ
て
し
ま
い

ま
す
。
残
り
の
二
百
七
十
万
円
で
は
、

送
配
水
管
の
施
投
な
ど
は
も
と
よ
り
、

そ
の
年
の
事
業
運
営
を
す
る
こ
と
も
で

軍凛警妄要撃嘗雲垂買要撃慧墓
昭和39年度上水道事業決算表　単位千円

り
方
に
メ
ス
．
を
入
れ
・
考
え
な
お
書
苺
ん
。
こ
の
た
め
に
千
二
百
八
十
お
り
、
革

単位千円

町
政
に
皆
さ
ん
の
声
を

町
の
お
か
れ
て
い
る
財
政
的
な

危
機
の
状
態
は
、
よ
く
理
解
し
て

い
た
だ
け
る
と
思
い
ま
す
。

こ
の
時
期
に
、
目
顔
問
題
の
処

雪
国
保
革
業
、
上
水
道
事
業
の

赤
字
な
ど
、
離
間
を
か
か
え
苦
慮

す
る
町
政
に
町
民
の
皆
さ
ん
の

産
才
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

町
政
の
根
本
に
立
ち
入
る
よ
う

な
輪
輿
ひ
と
つ
ひ
と
つ
の
繍
巣

に
対
す
る
ご
意
見
、
日
常
の
身
近

か
な
問
題
で
役
場
に
対
す
る
苦
情

こ
の
よ
う
な
こ
と
そ
こ
の
広
報

を
「
壌
」
と
し
、
聞
き
、
議
論
し

て
町
政
に
反
映
さ
せ
、
ま
た
町
政

の
あ
り
か
た
を
理
解
し
て
い
た
だ

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

ど
し
ど
し
、
ど
意
見
を
お
寄
せ

下
さ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

．
1
ｇ
ｔ
＿
‘
‘
’
′
‘
り

昭和40年度一般会計目的別予算集計

単位千円　　　才　出

項　　　　　 目 本年度予算
．前年度予界

と 1の 増 減

1 餞 ．会　 費 17，946 3 ，572

2　 総　　 務　　 費 63，345 6 ，216

3　 民　　 生　　 費 29 ，389 14 ，5 15

4　 衛 ．生　　 費 23 ，5Ｐ9 6 ，580

5　 労　 働　　 費 22 ，765 6 ，833

6ｒ　農 林 水 産 業費 9，937 ．△ ．10，0 18

7　 商　　 工　　 費 944 203

8　 土　　 木　　 費 37 ，422 7，2 96

9　 消　　 防　　 費 9，669 7，185

10　教　　 育　　 費 48 ，183 △　 29，3 11

11 公　　 債　　 費 ．．11，714 ・ 2，634

12　 緒　 支　 出　 金 80 △　 4，834

13　 予　　 備　　 費 ．1，000 0

才　 出　 合　 計 275，9 03 10，871

さ
ね
ば
な
ら
ぬ
事
態
を
思
わ
せ
ま
す
。

し
か
し
、
国
保
税
・
水
道
料
金
の
値

上
げ
だ
け
に
収
入
の
増
を
は
か
り
、
経

費
の
節
約
だ
け
に
支
出
の
減
を
も
と
め

て
も
、
そ
れ
だ
け
で
は
処
理
で
き
な
い

問
題
を
含
ん
で
い
ま
す
。
し
か
も
「
国

保
事
案
」
　
「
上
水
道
事
業
」
と
も
に
町

民
の
皆
さ
ん
の
生
清
に
密
着
し
た
、
欠

く
こ
と
の
出
来
な
い
事
業
で
あ
る
こ
と

に
苦
1
着
が
あ
る
と
い
え
患
し
ょ
う
。

万
円
を
二
般
会
計
か
ら
支
出
し
て
い
ま
巣
の
根
本

す
。こ

の
こ
と
は
、
四
十
年
度
に
お
い
て

も
同
様
で
あ
り
、
し
か
も
中
間
市
で
は

四
十
年
四
月
か
ら
原
水
費
を
六
割
も
値

上
げ
す
る
条
例
を
可
決
し
て
い
ま
す
。

こ
の
た
め
事
業
運
営
は
、
い
よ
い
よ
窮

地
に
追
い
込
ま
れ
、
こ
の
ま
ま
で
は
毎

年
度
千
万
円
以
上
の
赤
字
が
予
想
さ

れ
二
般
会
計
を
強
く
圧
迫
し
ま
す
。

に
病
巣
を

才．　　　　　 入 才　　　　　　 山

項　　　　 目．　 金　 額 項　　　 目‘ 金　 額

水　 星⊥匿」乱」虹 11，9731 収 ．総　　 務　　 費 ・ 2，445

その他の営業収入 1　 487 益 周　 水　 二費 9，263

繰　　 入 ・．金 12，838．讐 営 業 経・・・費11

．志、・公．磯 部」旦

そ　∵の　 、他

2，575

そ　　　 の　　 イ也 ・164 ． 2，621

． 494
糖 聖 票

3，733

66

合　　　　　　 計 25，462 合　　　　 料 ．［∵ ‾’‾‾▼．▼
1 21，793

昭和40年度上水道事業予算表　単位千円

‘才 ．　　　　　 入 ． 才　　　　　　 出

項　　　　 目 金．．額 項　 ・∴ ．自 金 ・額

水 十、道 ｒ・施　 用　 料 16 ，754
総　 ・務 ・・ ．：資 ．．3，．6 1由

水　 道 ．．手　 数 ’料 62
掛 「 豪 「・Ｌ・竿こチｌ 費

．12 ，．484

醸　　 収　　 入 362 送 配 水 管 工 事 費 3，由5

繰 ・　 入 ．．金 6，329 公　 ．債 ． 費 リ・・ 3，758

繰 ．　 越 、　 金 1
予　　 彿 ‥ ．蟄

53

　合　　　　　　 計 23 ，508 ． 合　　　　　　 計 2 3，508

か
か
え
て
い
る
と
い
え
ま
し
ょ
う
。

こ
の
解
決
を
な
ん
ら
か
の
形
で
し
な

い
か
ぎ
り
、
毎
鉱
産
の
大
巾
な
赤
字
を

覚
博
す
る
か
、
原
水
費
の
値
上
げ
に
し

た
が
っ
て
採
算
の
と
れ
る
ま
で
水
道
料

金
の
催
上
を
し
な
け
れ
ば
な
ｂ
な
い
理

屈
で
す
。

農巣共済事業

農
薬
共
済
事
実
は
、
昭

和
三
十
八
年
度
ま
で
は
そ

の
主
体
で
あ
る
農
作
物
に

対
す
る
共
済
事
業
を
休
止

し
て
い
ま
し
た
が
、
制
度

の
改
善
に
よ
り
農
作
物
、

家
畜
と
も
再
開
し
ま
し

た
。

国民健康保険事業

三
十
九
猛
虎
決
算
を
見

辛
と
、
才
出
の
二
千
四

百
四
十
万
円
の
う
ち
、
千

九
百
九
十
万
円
が
保
険
給

付
費
（
皆
さ
ん
が
病
気
の

と
き
町
が
払
っ
た
費
用
）

で
あ
り
、
こ
れ
は
、
保
険

に
加
入
し
て
い
る
皆
さ
ん

赤
字
だ
醤
け
の
特
別
会
串

本
町
は
、
耕
作
面
積
が
少
な
く
、
農

作
物
、
家
畜
と
も
共
済
勘
定
に
≦
ｂ
ぺ

業
務
勘
定
の
し
め
る
比
重
が
大
き
く
、

そ
の
た
め
業
務
勘
定
に
不
足
を
生
じ
て

い
ま
す
。

三
十
九
年
度
で
は
、
業
務
勘
定
が
全

体
の
七
九
即
を
し
め
て
お
れ
乗
務
勘
定

の
三
二
七
即
に
当
る
四
十
四
万
円
を

一
般
会
計
か
ら
繰
入
れ
て
い
ま
す
。
こ

の
傾
向
は
、
今
か
ら
も
強
く
な
る
と
考

え
ら
れ
ま
す
。

い
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
或
巣
運
営
上
の
大
き
な
問
題
と
な
っ
て

保
険
税
の
課
税
額
は
千
九
十
万
円
な
い
ま
す
。

の
で
す
が
、
日
炭
離
職
者
の
方
の
加
入
　
四
十
年
度
の
当
初
予
算
も
、
こ
の
特

が
多
く
、
退
職
金
の
支
払
い
が
延
び
た
徴
が
さ
ら
に
強
く
な
っ
て
お
り
、
四
十

の
国
保
税
収
入
七
百
三
十
こ
と
な
ど
か
ら
、
収
入
率
は
六
七
・
二
年
一
月
か
ら
予
定
さ
れ
て
い
る
被
保
険

万
円
の
二
・
七
倍
と
い
う
額
で
す
。
こ
軒
と
、
い
ち
ぢ
る
し
く
低
下
し
て
お
り
者
全
員
の
七
割
給
付
の
実
施
で
、
い
よ

の
税
収
に
、
国
と
奥
か
う
の
補
助
金
千
支
出
面
で
の
給
付
率
の
増
加
と
重
な
り
い
よ
苦
し
く
な
る
こ
と
が
推
察
で
き
ま

す
。国

保
税
は
、
他
の
社
会
保
険
に
比
べ

決
し
て
高
い
税
金
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

す
み
や
か
に
完
全
な
納
税
と
、
病
気
の

と
き
艮
心
的
な
給
付
を
受
け
る
こ
と
で

健
全
な
事
業
運
営
が
で
き
る
よ
う
皆
さ

ん
の
協
力
を
強
く
要
塗
し
ま
す
。

項 ・　　　 目 ．本年度予算
前年度予算
と の 増 減

1　 町　　　　　 税 100，50 6 △　 2，352

2　 地 方 交 付 税 118，18 0 38，310

3　 分担企及負担金 3云0 △　 1，642・

4　 使用料及手数料 11，120 1，656

5　 国 庫 支 出 金 25，40 4 △ ・3，814

6　 臓　 支　 出　 金 6，712 △ 11，780

∴ケ　 財　 産　 収　 入 166 △　　　 4 5 ．

8　 寄　　 附　　 金 1 0

9　 繰　　 越　　 金 4，000 3，000

10　諸 ．収　　 入 2．394 △　 1，762

11 町　　　 彿 7，100 △ 10，700

才　 人　 合　 計 275，903 10，871

三
百
万
円
を

加
え
て
も
、

才
出
総
計
に

約
四
百
万
円

た
り
ま
せ

ん
。
こ
の
額

が
二
般
会

計
か
ら
仕
方

な
し
に
繰
入

れ
ら
れ
て
い

ま
す
か
、
こ

れ
を
の
ぞ
く

と
、
実
常
収

支
は
三
百
五

十
万
円
の
赤

字
と
な
っ
て

昭和39年度国民健康保険事業決算表
単位千 円

才　　　　　　 人 才　　　　　　 出

項　　　　 目 ． 金　 額 項　　　　 目　 金　 額

保　　 険　　 税 7，365 緑　 ．務　　 賛 2 ，45 5

国 庫 支 出 金 12，910 保 険 給 付 費 19 ，962

県　 支　 出　 金 124 保 険 施 設 費 ＿＿＿墾

繰　　 入　　 金 5，022 公　　 債　　 費 2 9

の　　 他 160 前年度繰上充用 1，25

計 25，581 計 24 ，4 61

昭和40年度国民健康保険事業予算表
単位千円

才 入 才 出

項　　　　 目 金　 額 】 項　　　　 目 金　 額

保　　 険　　 税
－ 】

8，3001 檎　　 務　　 費 2，旦担

周 庫 支 出 金 15，269 保 険 給 付 費 24，503

娘　 支　 出　 金 2　倖 険 施 設 費 790

繰 ・　入　　 金 ・8，257 公　　 債　　 費 125

そ　　 の　　 他 72ｉそ　 の　 他 ＿ 旦至69

計
31，9001　 鮪

31，900

生活資金融通事業

生
活
東
金
融
通
事
業
は

昭
和
二
土
ハ
年
か
ら
実
施

さ
れ
た
事
業
で
町
民
の
皆

さ
ん
の
生
活
資
金
と
し

て
、
多
く
の
方
に
利
用
さ

れ
て
き
ま
し
た
。

し
か
し
、
こ
の
数
年
利

用
者
が
減
少
を
し
て
お

1
　
り
、
現
在
は
月
平
均
六
十

人
程
度
の
利
用
者
で
、
金
額
に
し
て
三

十
五
万
～
五
十
万
円
の
貸
出
し
と
な
っ

て
お
り
ま
す
。

こ
の
た
め
三
十
九
年
度
ま
で
は
、
月

二
百
万
円
の
貸
付
枠
を
四
十
年
度
か
ら

は
百
万
円
と
減
額
し
て
お
り
ま
す
。

こ
の
制
度
は
、
他
の
社
会
福
祉
制
度

昭和40年度農業共済事業予算表昭和39年度農業共済事業決算表
単位千円

項　　　 目 才　 人 才 ．出

共 済　 勘　 定 268 248

業 務 断 定 1，144 890

計 1，狐 2 11，138

単位千円

’項　　　 目 才　 人 二 乙 」 軋 ＿

應 作物 共済 勘 定 323 32 7

家 畜 共 済 勘 定
直 19

業　 務　 勘　 定 1，257 1，253

繰　　 越　　 金 1 0

計 ［ 1，599 1 ，599

の
改
革
な
ど
隼
よ
り
再
検
討
を
す
る
時

欄
に
来
て
早
二
思
わ
れ
ま
す
。
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1

ｔ　　　 く　　 Ｊ

県
体
水
密
勢
が
大
活
躍

第
八
回
県
民
体
育
大
会
が
、
九
月
二

土
ハ
日
、
福
岡
市
に
お
い
て
行
な
わ
れ

ま
し
た
。
こ
の
県
民
の
体
育
の
祭
典

に
、
水
巻
町
か
ら
は
遠
賀
郡
代
表
と
し

て
、
九
種
田
に
八
十
三
人
が
参
加
、
県

下
三
十
三
市
郡
の
代
表
四
千
二
百
人
と

按
を
兢
い
ま
し
た
。

秋
晴
れ
の
空
の
下
、
平
和
台
醜
披
場

に
県
警
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
演
算
の
行
進
曲

に
合
わ
せ
、
さ
わ
や
か
な
秋
風
に
は
た

め
く
市
郡
旗
を
持
つ
旗
手
を
先
朝
に
各

市
郡
選
手
の
入
場
が
始
ま
り
、
県
知
事

の
挨
拶
の
あ
■
市
内
十
四
ヶ
所
の
会
場

で
熱
戦
が
始
ま
り
ま
し
た
。
水
巻
町
選

手
の
戦
い
ぶ
り
は
…
…
。

〔
卓
球
〕
、
一
位
（
ｌ
般
）

大
会
の
始
ま
っ
た
こ
ろ
は
、
「
遠
賀

郡
の
い
な
か
チ
ー
ム
」
と
問
題
に
さ
れ

て
い
な
か
っ
た
の
が
、
第
四
回
大
会
に

健
勝
し
て
か
ら
五
回
三
位
二
ハ
固
三

位
、
七
回
二
位
と
最
近
で
は
健
勝
戦
線

の
常
連
。

今
年
も
各
チ
ー
ム
か
ら
マ
ー
ク
さ
れ

て
い
ま
し
た
が
、
第
一
回
大
会
か
ら
引

重
患
し
て
い
る
シ
ェ
ー
ク
バ
ン

ド
の
ベ
テ
ラ
ン
山
本
さ
ん
を
中
心
に
、

い
ま
池
の
乗
り
切
っ
て
い
る
強
打
の
行

徳
さ
ん
、
女
子
も
園
部
さ
ん
、
松
川
さ

ん
と
好
調
で
堂
々
と
二
度
目
の
優
勝
を

な
し
と
げ
ま
し
た
。

▼
メ
ン
バ
ー

山
本
倫
太
郎
（
吉
田
三
）
行
徳
和
友

（
吉
田
三
）
　
園
部
ト
シ
ヱ
　
（
高
松

区
）
松
川
キ
シ
ヱ
（
青
田
三
）

〔
庭
球
〕
二
位
（
壮
年
の
部
）

こ
の
部
門
は
、
過
去
二
年
連
続
し
て

優
勝
し
て
お
り
「
今
年
も
優
勝
」
と
自

信
満
々
で
し
た
が
、
メ
ン
バ
ー
一
新
の

柳
川
市
が
強
く
、
二
位
に
止
ま
り
ま
し

た
。

▼
メ
ン
バ
ー

吉
村
義
夫
（
梅
ノ
木
）
山
田
常
雄

（
梅
ノ
木
）

〔
弓
道
〕
三
位
（
一
般
男
子
〕

Ⅴ
メ
ン
バ
ー
（
上
の
数
字
は
段
位
）

監
督
錬
士
有
田
誠
人
（
立
屋
敷
）

④
本
田
献
（
吉
田
こ
①
石
岡
茂

（
一
社
区
）
④
宮
原
吉
男
（
吉
田

区
）
⑧
福
田
武
静
（
吉
田
こ

⑨
田
中
日
出
夫
（
中
央
区
）

〔
砲
丸
投
げ
〕
三
位

（
一
般
男
子
）

▼
弼
尾
友
治
8
・
4
0
㍍
（
1
1
6
ポ
ン
ド
）

〔
相
撲
〕
二
位
（
青
年
）

▼
山
本
晃
（
頓
末
）
小
出
鯛
久
（
吉

田
三
〕
高
藤
秀
夫

パパやママの「ポール限り、」が始

まった。今度は、ぽくらが笑っち

ゃった。でもすいぷんにぷいんだも

「かけっこ」では、ぼく一等だっ

保　たのだけど、テ「プの前で止まっち

育　やった0「仲良しの、お友達に勝つ

園　の削、んだもん」ママにそういった

児　けど笑われち′やった0

の

運

動　の。（9即日、水中グランド。水

巻保育園児の運動会から〕
Ａ
コミ

バ
レ
ー
′
マ
マ
さ
ん
チ
ー
ム
大
奮
闘

〔
バ
レ
ー
〕
二
位

（
－
般
女
子
）

女
子
一
般
の
部
に
出
場
し
た
．
マ
マ

さ
ん
チ
ー
ム
．
は
大
活
躍
。
「
ま
あ
／

あ
の
奥
さ
ん
、
バ
レ
ー
上
手
な
の
ね
」

応
援
に
来
た
近
所
の
人
も
び
っ
く
り
。

そ
の
中
で
皆
さ
ん
、
い
か
ん
な
く
．
水

巻
の
魔
女
．
ぶ
り
を
見
せ
、
．
健
闘
よ
く

優
勝
戦
ま
で
す
す
み
ま
し
た
。
こ
こ
ま

で
来
る
と
、
さ
す
が
に
疲
れ
が
出
た
か

惜
し
く
も
福
間
市
に
放
れ
ま
し
た
が
、

帰
り
も
意
気
け
ん
こ
う
。
「
今
白
は
、

診
断
の
締
巣
は
非
常
に
惹
く
、
店
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
う
ち
「
整
◎
内
部
＝
店
舗
の
入
口
に
「
し
き

珊
構
造
、
陳
列
、
婆
聖
照
明
、
色
理
せ
い
と
ん
を
す
る
」
「
配
列
の
芥
　
い
」
が
あ
る
な
ど
、
現
在
の
商
店

彩
を
檎
会
的
に
見
た
と
き
、
書
田
地
傭
」
「
店
内
通
路
の
不
備
」
「
衛
生
　
で
は
非
警
い
え
る
店
か
あ

い
」
芸
％
・
「
惑
い
」
三
〇
％
、
も
、
商
店
の
工
夫
だ
け
で
出
来
る
も
◎
照
明
＝
絶
対
的
な
照
明
度
が
足
り

区
で
は
「
良
い
」
二
％
、
「
や
や
艮
管
理
」
な
ど
は
資
金
を
か
け
な
い
で

「
こ
れ
な
ら
福
岡
市
で
も
通

用
す
る
店
舗
」
と
い
わ
れ
た

陳
列

％
、
「
非
常
に
惑
い
」
四
六
％
、
と
光
灯
」
を
整
備
す
る
く
ら
い
は
し
て
商
品
を
魅
力
づ
け
る
だ
け
の
明
る
さ

艮
い
」
二
二
％
二
悪
い
」
二
五
「
か
ん
ば
ん
」
を
上
げ
た
り
二
螢
　
り
ま
せ
ん
。

ま
し
た
。
商
店
街
そ
の
も
の
は
、
「

富
田
地
区
ｌ
、
頃
未
地
屈
の
商
店
街

爵
象
に
、
店
舗
指
導
■
商
店
指
導

を
竹
内
光
夫
氏
（
福
岡
県
中
小
企
業

紛
断
技
術
指
導
員
）
を
癖
斉
な
い

ま
し
た
が
、
を
の
結
果
が
ま
と
ま
り

的
に
何
の
工
夫
も
な
く
、
ど
都
合
主
摘
さ
れ
た
種
類
別
に
見
る
と

【
診
断
書
】

街
的
魅
力
に
と
ほ
し
い
。
自
然
発
生

線
的
に
で
き
た
状
態
」
と
指
摘
さ
れ

ま
し
た
。
こ
の
中
で
、
投
備
資
本
の

投
入
を
ほ
と
ん
ど
考
え
な
い
商
店
で

も
、
商
品
配
列
や
店
内
通
路
な
ど
に

簡
単
な
工
夫
を
加
え
る
こ
と
で
、
店

舗
の
内
外
を
明
る
く
感
じ
の
艮
い
も

の
に
し
て
い
た
だ
き
た
い
目
的
で
悪

い
と
こ
ろ
を
指
摘
・
指
導
し
て
い
た

だ
い
た
も
の
で
す
。

垂

す

る

内
部
譲
葉
を
す
る
　
∵

か
ん
ば
ん
を
上
げ
る

整
理
せ
い
と
ん
を
す
る

配
列
が
不
備

店
内
の
通
路
が
不
備

蛍
光
灯
塞
傭
す
る

採
光
度
か
た
ら
な
い

衛
生
管
理
が
艮
く
な
い

六
二
％

も
七
五
％

四
九
％

四
五
％

四
八
％

二
七
％

一
九
％

一
九
％

七
％

⑬
陳
列
＝
販
売
用
具
、
商
品
の
配
分

や
管
理
よ
り
も
、
ま
ず
整
理
せ
い

け
れ
ば
な
ら
ぬ
店
が
多
い
。

ー
事
ル
の
段
階
の
店
が
多
い
。

⑳
店
輔
の
盗
聯
Ｈ
Ｈ
Ｈ
一
部
を
の
ぞ
い
て

診
断
以
前
の
状
態
で
す
。
清
潔
（

衛
生
性
）
が
ま
っ
た
く
考
え
ら
れ

て
い
な
い
。
ほ
こ
り
や
く
も
の
巣

な
ど
清
掃
の
段
階
か
ら
指
摘
し
な

商店診断

ま
ず
ク
明
る
く
、
清
潔
♂
に

厳
低
の
条
件
は
整
え
て

◎
外
観
＝
軒
先
、
軒
高
の
適
否
嘉

す
る
前
に
、
商
店
と
し
て
の
店
名

．
の
表
示
が
考
え
ら
れ
て
い
な
い
盾

が
多
く
指
摘
で
き
ま
す
。

「
非
常
に
悪
い
」
塑
嘉
、
頃
末
地
の
で
す
。
店
舗
の
改
造
な
ル
天
き
な

区
で
は
、
「
良
い
」
五
％
、
．
「
や
や
資
金
が
い
る
も
の
は
と
も
か
く
、

な
い
店
舗
が
多
い
。
ま
た
配
灯
も

不
適
当
で
す
。
照
明
は
た
だ
明
る

け
れ
ば
艮
い
と
い
う
も
の
で
は
あ

な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
を
悪
い
と
指
い
た
だ
い
た
ら
と
思
わ
れ
ま
す
。
　
が
必
要
な
こ
と
を
知
っ
て
ほ
し
い

ｌ

ｒ
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お
と
う
さ
ん
に
肩
を
も
ん
で
も
ら
わ
な

く
ｌ
て
は
」
「
い
や
だ
と
い
っ
た
ら
・
ポ

ー
ル
・
を
打
っ
た
元
気
で
や
っ
た
る
わ

よ
」
当
る
ぺ
か
ら
ざ
る
勢
い
。
来
年
も

し
っ
か
り
。

▼
メ
ン
バ
ー

監
督
　
津
田
一
敏
（
立
巌
敷
）
国
衣

と
し
子
（
中
央
区
）
畠
田
ま
つ
え
（

宮
田
三
）
安
東
光
江
（
頃
宋
）
・
田
中

栄
子
（
嚢
）
楢
崎
茂
貢
古
賀
）

肯
要
事
（
中
央
区
）
井
上
昭
子

（
宮
ノ
下
）
中
島
キ
ク
ヱ
（
古
賀
）

簡
番
み
つ
子
（
壷
区
）
鎌
倉
は
つ

え
（
宮
ノ
下
）

かわいいｋかん声、がｋ笑い声、

が、澄みきった秋空にこだまする。

日頃、お勧めのご両親から、一緒

に遊んでもらえない保育園児の、今

田は楽しい運動会。

今日は、「パパ」も「ママ」も一

緒なんだ、

さあ、元気よく跳ぼう．／かけっこ

しょう．／　お友達も皆んな楽しそう

だ。先生から習った「お遊ぎ」も上

手にして見せるよ。

町
立
、
訝
⊥
保
育
園

完

成

近

し

今
年
の
七
月
始
め
に
着
工
し
た
「
町

立
第
二
保
育
園
」
が
、
内
部
の
整
備
を

残
す
だ
け
ま
で
に
出
来
あ
が
り
、
開
園

も
ま
近
か
に
な
り
ま
し
た
。
総
工
費
は

、
約
八
百
万
円
で
保
育
児
七
十
名
を
受

け
入
れ
る
予
定
で
す
。

水
巻
町
に
は
、
両
親
と
も
に
働
い
て

い
た
り
、
母
親
が
い
な
か
っ
た
り
で
昼

の
問
、
子
供
を
ど
こ
か
に
あ
ず
け
て
い

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
家
庭
が
、
三
百
～

四
百
世
帯
も
あ
り
ま
す
。
こ
ん
な
家
庭

の
た
め
に
、
町
北
部
に
も
、
も
っ
；
保

育
園
を
作
る
計
画
を
立
て
て
い
ま
す
。

「
第
二
保
育
園
」
か
ら
、
楽
し
そ
う

な
児
童
の
言
が
は
ず
む
の
も
、
も
う
す

ぐ
で
す
。

だ
の
二
九
番
に
電
語
を
し
ま
す
と
八

幡
区
の
消
防
署
が
呼
び
出
さ
れ
、
八
幡

区
が
大
変
め
い
わ
く
を
し
ま
す
。
水
巻

町
で
の
火
災
の
と
き
は
、
ま
ち
が
い
の

な
い
よ
う
に
（
六
九
ｌ
ｌ
ｂ
二
九
番
」

に
雲
砦
こ
て
く
だ
さ
い
。
日
炭
琵
棺

で
は
三
二
九
番
」
で
す
。

九
月
中
に
ね
こ
り
ま
し
た
古
賀
区
の

幼
稚
園
と
、
青
田
大
膳
橋
の
火
災
の
と

き
堕
二
九
番
に
火
災
の
電
誓

れ
た
人
が
あ
り
ま
し
た
。

水
巻
町
で
の
火
災
通
報
の
膚
儲
番
号

は
「
六
九
⊥
Ｕ
二
九
番
」
ｌ
で
す
。
た

あ
な
た
の
消
火
器
は
大
丈
夫
9

消
火
器
の
．
検
・
査
　
を

第
二
次
　
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
作
戦

幾
業
経
常
も
科
学
戦
に

昨
年
か
．
屈
め
た
、
農
薬
の
「
空
中

散
布
」
も
、
も
っ
め
ず
ら
し
く
な
く
な

り
ま
し
た
。

こ
の
「
空
中
散
布
」
に
よ
る
労
力
の

節
約
は
大
き
く
、
糞
農
家
の
多
い
水

巻
で
は
、
農
薬
を
人
力
で
散
布
す
る
の

も
大
変
で
、
今
年
か
ら
は
、
夏
だ
け
で

な
ノ
＼
秋
も
行
な
う
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
地
区
地
区
で
、
別
に
農
薬
散
布
を

し
て
い
る
と
き
は
、
散
布
ず
み
の
地
域

で
弱
っ
た
「
病
者
虫
」
が
、
他
の
地
域

で
力
を
回
復
し
、
ま
た
繁
殖
す
る
と
い

う
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
が
、
全
町
一
緒

に
「
空
中
散
布
」
を
始
め
て
か
ら
は
、

こ
ん
な
こ
ー
′
石
な
く
な
り
ま
し
た
。

農
薬
の
発
達
、
そ
の
農
薬
の
散
布
の

仕
方
の
進
歩
。
「
農
業
経
営
の
あ
り
芝

も
天
轟
く
変
っ
て
い
ま
す
。

「
夏
の
風
物
持
」
と
い
わ
れ
で
も
、

つ
ら
い
労
働
に
は
変
り
な
か
っ
た
夏

の
草
取
り
も
」
も
っ
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ

ま
せ
ん
。
こ
の
地
方
で
い
わ
れ
る
「
ぽ

つ
ぽ
つ
行
っ
て
も
、
田
は
に
ご
る
」
こ

ん
な
こ
と
わ
ざ
も
、
だ
ん
だ
ん
死
精
に

な
っ
て
い
く
こ
と
で
し
よ
う
。

消
防
法
の
改
正
に
よ
っ
て
、
消
火
器

は
、
「
消
火
器
用
消
火
清
の
規
格
」
に

合
格
し
た
も
の
し
か
撒
め
ら
れ
て
い
ま

せ
ん
。し

か
し
、
昭
和
三
土
ハ
年
以
前
に
製

適
、
購
入
畏
捕
火
器
が
相
当
あ
る

た
塑
こ
れ
ら
の
消
火
器
に
は
、
一
定

の
登
別
に
設
け
、
こ
の
蓋
Ｔ
に
合

格
し
た
も
の
は
使
用
し
て
も
良
い
こ
と

に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
検
査
は
、
法

主
的
に
行
な
え
ば
よ
い
の
で
す
が
、
そ

の
如
拙
・
機
具
な
ど
が
不
足
と
思
わ
れ

ま
す
の
で
、
町
で
は
消
防
署
員
婁
ｌ
骨
い

で
、
消
火
器
墨
著
に
検
査
嘉

し
ま
し
た
。
消
火
器
を
置
か
れ
て
お

り
、
検
査
費
は
、
十
月
三
十

日
ま
で
に
そ
の
潤
火
器
の
穣
類
、
数

を
町
消
防
選
予
防
備
に
届
け
て
く
だ
さ

い
。
検
査
粗
金
は
、
・
葺
に
よ
っ
て
遠

い
ま
す
が
二
本
二
百
円
か
ｂ
四
百
円

で
定
め
ら
れ
た
「
防
火
菅
現
者
」
が
白
根
度
で
す
。

お
く
や
み
と
お
礼
を
つ
つ
し
ん
で
申
し
上
げ
ま
す

つ
ぎ
の
方
か
ら
、
社
会
福
祉
協
蟻
会
へ
多
槻
の
ど
寄
附
を
い
た
だ
き

済
レ
た
。
厚
く
お
礼
音
し
上
質
華
芝
も
に
、
故
人
の
ど
め
い
禰

科
学
の
虹
が
早
朝
の
田
の
上
に
か
ト

か
る
「
醤
虫
」
が
全
滅
だ
。
一Ｊ

　
′

を
つ
て
ん
で
お
祈
り
い
た
し
ま
す
∵

故
ト
シ
子
様
．
瓜
生
高
様
　
甘
賀

、
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泰
弘
ち
．
や
ん
・
．
い
づ
ｌ
み
ち
ゃ
ん

赤
ん
坊
大
会
　
優
良
児
選
ぼ
　
る

去
年
八
月
か
ら
、
今
年
七
月
ま
で
に

生
ま
れ
た
赤
ち
ゃ
ん
の
．
赤
ん
坊
大

会
．
が
九
月
三
十
一
日
町
民
分
館
で
行

な
わ
れ
ま
し
た
。

家
中
の
愛
せ
聖
人
で
集
め
て
い
る

よ
う
な
、
か
わ
い
い
赤
ち
ゃ
ん
二
四
五

人
が
参
加
、
会
場
は
元
気
な
笑
い
声
や

な
鼻
声
で
は
真
そ
う
で
し
た
。

審
査
台
に
上
る
赤
ち
ゃ
ん
は
．
み
ん

な
す
く
す
く
と
育
っ
て
元
気
い
っ
ぱ

い
。
小
さ
な
手
足
を
ふ
ん
ば
っ
て
無
心

な
笑
顔
毒
せ
ら
れ
る
と
、
審
査
に
当

っ
た
町
医
師
会
の
先
生
も
つ
ら
れ
て
思

わ
ず
ば
あ
／
。

忘
に
は
、
片
山
区
、
満
場
博
遺
・

芳
枝
さ
ん
の
二
男
泰
弘
ち
ゃ
ん
と
、
上

二
、
増
田
敏
明
・
幸
子
さ
ん
の
長
女
い
・

づ
み
ち
ゃ
ん
が
そ
れ
ぞ
れ
迦
ら
ば
れ
ま

し
た
。
二
人
と
も
建
言
で
ん
と
Ｌ
ｌ
ま

わ
る
発
育
ぶ
り
で
、
馬
場
さ
ん
は
「
特

ら
別
に
変
っ
た
育
て
方
は
し
て
い
ま
せ
ん

け
れ
ど
、
た
だ
衛
生
面
だ
け
は
気
を
つ

け
て
い
ま
す
」
増
田
さ
ん
は
「
生
ま
れ

た
と
き
は
、
小
善
＼
て
心
配
し
た
の
で

す
が
」
と
い
い
な
が
ら
、
表
彰
状
を
受

け
る
と
き
は
思
わ
ず
に
っ
こ
り
。
二
人

の
ほ
か
に
つ
ぎ
の
四
人
の
優
良
児
が
」

郡
の
大
金
に
出
壊
し
ま
す
。

下
二
、
浜
田
書
広
ち
ゃ
ん
　
頃
未
、

申
牟
田
明
美
ち
ゃ
ん
　
青
田
三
光

甘
美
沙
江
ち
ゃ
ん
　
机
、
書
田
律
子

ち
ゃ
ん
（
育
児
努
力
）
．

審
査
員
の
せ
ん
せ
い
の
話

今
年
の
全
体
と
し
て
の
印
象
は
、
こ

こ
二
、
三
年
に
く
ら
ぺ
少
し
悪
い
よ
う

です。特
徴
と
し
て
は
、
皮
ふ
病
が
多
ノ
痔

に
オ
シ
メ
カ
プ
レ
が
目
立
ち
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
体
質
的
に
皮
ふ
が
問
い
と
い

う
こ
と
も
あ
空
音
か
、
大
小
便
が
む

さ
れ
、
こ
れ
か
ら
皮
ふ
が
、
か
ぶ
れ
る

の
で
す
か
ら
母
親
の
性
悪
で
少
な
く
な

る
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
顔
が
肩
平
や
四
角
に
な
っ
て

い
る
赤
ち
ゃ
ん
も
多
く
ご
」
れ
は
骨
の

発
育
が
悪
い
た
め
で
、
原
因
は
ビ
タ
ミ

ン
Ｄ
が
少
な
い
こ
と
で
す
。

体
格
面
で
は
、
頭
が
小
さ
い
、
胸
か

く
が
小
さ
い
、
と
い
う
赤
ち
ゃ
ん
が
多

く
、
こ
う
い
う
赤
ち
ゃ
ん
は
、
手
の
運

動
な
ど
で
発
育
奇
っ
な
が
す
よ
う
に
し

て
く
だ
さ
い
。

敬老会

し　く　一　日　を

9月19日、町民会館で

九
月
十
九
日

町
民
会
館
で
福

祉
協
礁
会
主
催

の
「
敬
老
会
」

が
行
な
わ
れ
ま

し
た
。こ

の
日
、
集

ま
っ
て
い
た
だ

い
た
ど
老
人

水
巻
町
の
長
寿
五
人

入
江
チ
カ
さ
ん
　
九
十
四
才

深
田
ウ
タ
さ
ん
　
九
十
二
テ

大
野
九
十
郎
さ
ん
九
十
二
才

宮
田
ウ
メ
さ
ん
　
九
十
一
才

楽
　
　
は
・
町
内
の
七

十
五
才
以
上
の

方
た
ち
三
百
二
名
。
中
に

は
お
嫁
さ
ん
や
、
お
孫
さ

ん
に
手
を
取
ら
れ
て
来
ら

れ
た
ど
老
人
も
お
ら
れ
ま

し
た
が
、
ほ
と
ん
ど
は
」

ま
だ
ま
だ
一
か
く
し
ゃ

く
．
た
る
も
の
。

こ
の
日
舞
台
で
は
、
婦

人
会
や
青
年
団
の
人
た
ち

の
「
お
ど
り
」
や
「
演
劇

」
が
つ
ぎ
つ
ぎ
に
演
じ
ら

れ
、
こ
れ
を
楽
し
ま
れ
な

が
ら
、
主
催
者
が
用
意

し
た
心
ば
か
り
の
お
酒
に

ほ
ろ
り
と
な
っ
て
い
た
だ

青
田
マ
ツ
さ
ん
　
九
十
才
　
下
一

「
お
れ
ば
・
革
ま
だ
元
気
だ
・
．
廿

報
賎
純
綿
狛
毎

を
検
査
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。
ど
ん
篭

病
気
で
も
、
早
期
発
見
か
一
番
大
潮
で

す
。
・
　
　
　
　
　
　
　
　
≠

町
で
は
、
六
十
五
才
以
上
の
方
や

鰯
料
で
　
「
老
人
検
診
」
　
を
行
な
い
ま

す
・
ど
・
老
お
気
が
る
に
…
…
。
、

日
時
　
十
月
二
十
日
九
時
－
十
一
時

（
検
珍
は
午
前
中
の
み
で
す
）

ｅ

場
所
　
遠
賀
保
健
所

検
診
内
容

第
－
次

第
二
次

、．

き
二
円
を
楽
し
く
過
ご
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

検
尿
・
麿
・
轟
反

応

　

1

精
密
検
驚
（
鳥
・

尿
・
眼
底
検
査
・
胃
の

透
視
・
轡
ン
ト
ゲ

ン

）

…

水
巻
町
教
育
委
員
会
で
は
・
文
化
の
日
を
中
心
に
行
な
わ
醜
磯
必
巻

ま
つ
り
．
の
行
事
の
ひ
と
つ
と
し
て
、
文
書
作
品
を
募
来
し
ま
す
。

坑
底
で
の
労
働
の
中
に
、
田
を
耕
す
と
き
に
、
私
達
の
生
活
す
蟻
場
で
感

じ
る
よ
ろ
こ
び
、
芦
寡
な
ど
を
題
材
に
、
緒
を
歌
を
つ
く
っ
て
′
走
さ
い

優
秀
作
品
は
、
文
化
の
日
の
式
典
の
と
き
に
表
彰
し
、
広
報
そ
の
他
の
方

法
で
発
表
し
ま
す
。

文
芸
作
品
募
集

＝
＝
＝
水
　
巻
　
ま
　
つ

応
募
要
領

▽
創
　
作
　
（
短
編
小
税
・
随
筆
）

一
人
四
百
字
詰
原
稿
用
紙
三
十
枚

以
内

▽
自
由
詩

一
人
三
絹
以
内
（
原
稿
用
紙
を
用

い
る
こ
と
）

▽
短
　
歌

一
人
三
首
以
内
（
ハ
ガ
手
を
用
い

る
こ
と
）

▽
俳
　
句

一
人
五
句
以
内
（
ハ
ガ
キ
を
用
い

る
こ
と
）

▽
粋
（
小
・
中
学
生
の
部
）

一
人
二
稲
以
内
（
原
稿
用
紙
を
用

い
る
こ
と
）

▽
応
募
規
定

1
題
材
は
自
由
で
す

2
未
発
表
の
も
の
に
限
り
ま
す

3
応
募
者
は
、
町
内
居
住
者
か
町
内

へ
通
勤
、
通
学
し
て
い
る
者
に
破

り
ま
す

4
作
品
に
は
、
必
ず
住
所
、
氏
名

（
通
勤
、
通
学
者
は
会
社
名
、
学

校
垂
を
記
入
し
て
下
さ
い

▽

締

　

切

　

で

十
月
二
十
日
（
恕
曜
日
）

▽
送
り
先

水
巻
町
数
量
会
事
務
局
（
小

中
学
生
の
骨
張
、
学
校
に
提
出

し
て
下
卑
．
㍉
）
　
ｕ

障
害
・
遺
族
年
金
な
ど
が

増
額
に
な
り
ま
し
た

十
月
一
日
か
ら
戦
傷
病
者
に
対
す
る

障
菱
丁
金
が
二
十
九
酎
以
上
、
戦
没
者

遺
族
に
対
す
る
遺
族
年
金
が
九
三
、
〇

（
＝
5
円
に
、
遺
族
給
与
金
が
望
ハ
、
0

0
0
円
に
そ
れ
ぞ
れ
増
額
さ
れ
新
ら
し

い
証
書
が
交
付
さ
れ
ま
す
。
こ
の
と
き

受
給
権
欄
査
が
行
な
董
9
か
ら
、

支
払
郵
便
局
で
つ
ぎ
の
手
続
を
し
て
く

だ
さ
い
。

一
、
陣
蓋
丁
金
受
給
者
の
提
出
℡
顛

①
障
害
現
症
届
（
用
紙
は
本
人
あ
て

に
厚
嚢
ｈ
直
送
さ
れ
ま
す
）

．
⑧
障
害
年
金
虹
書

⑧
戸
籍
抄
本
（
十
月
一
日
以
降
の
相

承
印
の
あ
る
も
の
）

①
不
具
廃
疾
の
現
状
に
つ
い
て
の
医

師
の
診
断
書
（
娩
出
の
日
一
月
以
内

の
も
の
）

⑧
提
出
期
日
＝
十
月
期
渡
し
の
年
金

・
を
受
給
後
十
万
二
十
日
ま
で

二
、
遺
族
年
金
・
一
遺
族
給
与
金
受
給
者

の
繰
出
書
類

①
悪
漢
届
（
用
紙
は
支
払
郵
便

局
に
あ
り
ま
す
）

⑧
年
金
証
書

⑧
戸
籍
抄
本
（
十
月
一
日
以
降
の
柁

承
印
の
あ
る
も
の
）

①
住
民
登
録
票
謄
本
（
受
給
者
が
妾

の
場
合
）

⑧
生
活
状
況
申
立
書
（
受
給
者
が
夫

・
十
八
才
以
上
の
子
・
七
十
才
未
満

で
受
給
し
た
父
母
・
孫
・
祖
父
母
・

入
夫
婚
姻
の
妾
の
父
母
・
な
ど
の
場

合
。
用
紙
は
県
庁
援
護
課
で
も
ら
っ

て
く
だ
さ
い
）

⑨
提
出
期
日

同
遺
族
年
金
は
、
九
月
期
渡
受
給

後
十
月
二
日
ま
で

㈱
遺
族
給
与
金
は
、
十
月
期
渡
受

給
後
十
一
月
二
十
日
ま
で

三
、
公
務
扶
助
料
も
増
額
に
な
り
ま
す

が
、
く
わ
し
い
こ
と
は
郵
便
局
で
お

た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

※
こ
の
手
練
を
し
な
か
っ
た
と
き
は
、

新
駈
書
の
交
付
が
行
な
わ
れ
ず
、
年

金
の
受
給
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
か

ら
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

軍
人
恩
給
で
抑
留
期
間
が

認
め
ら
れ
ま
す

終
戦
後
外
地
に
お
い
て
、
抑
留
さ
れ
・

た
旧
軍
人
等
の
帰
国
す
る
ま
で
の
抑
留

期
間
が
、
在
職
年
数
に
割
増
し
さ
れ
ま

す
。
今
ま
で
に
加
算
恩
給
の
請
求
を
し

た
が
、
該
当
し
な
か
っ
た
人
も
抑
留
期

間
の
加
算
を
加
え
る
と
普
通
恩
給
年
限

に
達
す
る
か
も
わ
か
り
ま
せ
ん
か
ら
、

あ
な
た
の
履
歴
を
も
う
十
度
確
か
め
て
′

く
だ
さ
い
。

今月は、町県民税、国民健康保険税第3

料分の納税月です。

お手もとにあります納付書で．
役場（遠賀信用金庫〕または福岡
銀行に納めてください。

納期は10月31日です。納期内に納税しま

しょう．

芦
屋
基
地
で
職
員
を
募
集

し
て
い
ま
す
。

職
種
、
資
格
、
給
料
は
次
の
と
お
り

です。
八
幡
職
安
に
至
急
申
込
み
下
さ
い
。

一
次
試
験
は
、
十
月
二
十
九
日
で
す
。

○
動
力
器
材
整
備
＝
大
型
自
動
車
免
許

三
級
盤
備
士
、
危
険
物
取
扱
主
任

遠
二
四
〇
土
．
五
、
二
（
8
円

○
車
両
整
備
＝
三
級
整
備
士

一
四
二
四
〇
～
二
五
、
二
〇
〇
円

○
土
木
＝
特
殊
自
動
車
免
許
、
大
型
自

動
車
免
許
、
測
量
士
捕

一
四
、
一
四
〇
上
京
、
二
〇
〇
円

○
木
工
Ｕ
大
工
仕
事
経
験
三
年
以
上

二
四
、
一
四
〇
～
二
一
、
八
九
〇
円

○
給
汽
＝
二
級
汽
鴻
工
免
許

一
四
、
一
四
〇
上
京
、
二
〇
〇
円

○
給
養
甘
礪
理
免
許
・

一
四
、
一
四
〇
～
二
一
、
八
九
〇
円

〇
年
命
＝
4
0
・
3
・
3
1
現
在
　
四
十
五

才
以
下

○
学
辟
Ｈ
Ｈ
問
わ
な
い
　
（
大
学
卒
は
除

／

く
；


